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町 の 人 口 

(7月1日現在） 

総人口 8, 895人 

男子 4, 177人 

女子 4, 718人 

世帯数 2, 666世帯 

。

 
ー
 

と
 
じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

体
育
の
殿
堂
完
成
ノ
・
 

上

野

小

学

校

体

育

館

 

こ
ん
ど
建
て
ら
れ
た
体
育
館
は
、
総
 

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
い
ま
ま
で
雨
天
 

工
費
一
千
八
百
万
円
で
面
積
五
百
四
十
 

体
操
場
が
な
い
た
め
地
元
父
兄
や
先
生
 

J

い
 

、 

方
の
強
い
要
望
が
み
の
り
建
築
さ
れ
た
 

も
の
だ
け
に
、
関
係
者
や
子
ど
も
た
ち
 

の
喜
び
も
ひ
と
し
お
と
い
う
も
の
で
 

す。 軽
量
鉄
骨
造
り
の
建
物
で
屋
根
の
色
 

は
レ
ン
ガ
色
で
、
内
装
も
立
派
に
整
備
 

さ
れ
校
舎
と
も
に
上
野
地
区
で
は
ひ
と
 

き
わ
め
だ
っ
た
建
物
で
す
。
 

・ 

立

派

な

体

育

館

を

 

あ
 
り
 
が
 
と
・
つ
 

青
空
に
そ
び
え
る
福
智
山
、
緑
の
田
 

ん
ぽ
に
映
え
る
レ
ン
ガ
色
の
屋
根
、
そ
 

し
て
ク
リ
ー
ム
色
の
カ
べ
を
し
た
建
物
 

こ
れ
が
私
た
ち
の
上
野
小
学
校
に
新
し
 

く
完
成
し
た
体
育
館
で
す
。
舞
叱
 

外
見
で
な
く
暗
く
せ
ま
い
今
ま
で
の
 

講
堂
に
く
ら
べ
て
．
明
る
く
広
々
と
落
 

着
い
た
感
じ
の
す
る
こ
の
体
育
館
、
放
 

送
設
備
や
暗
幕
ま
で
整
っ
た
こ
の
立
派
 

な
体
育
館
が
で
き
た
こ
と
を
、
わ
た
し
 

た
ち
は
ほ
こ
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
こ
の
中
で
元
気
に
運
動
で
き
 

る
喜
び
と
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

し
か
し
、
上
野
小
学
校
に
こ
ん
な
立
 

派
な
体
育
館
を
建
て
る
た
め
、
多
く
の
 

費
用
を
か
け
て
、
建
設
に
努
力
し
て
く
 

だ
さ
っ
た
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
内
 

の
人
々
の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
 

を
わ
た
し
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
努
力
に
た
い
す
る
気
持
を
 

忘
れ
ず
、
こ
の
体
育
館
で
、
力
い
っ
ば
 

い
、
運
動
に
は
げ
み
心
身
共
に
立
派
な
 

子
供
と
し
て
成
長
し
て
い
く
か
く
ご
で
 

す。 わ
た
く
し
た
ち
の
た
め
、
こ
ん
な
立
 

派
な
体
育
館
を
建
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
 

た
こ
と
を
上
野
小
学
校
を
代
表
し
て
、
 

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

上
野
小
学
校
児
童
代
表
 

永
末
 

さ
ゆ
り
 

秋

の

交

通

安

全

 

運

動

は

じ

ま

る

 

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、
 

運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸
上
交
通
に
 

関
係
す
る
す
べ
て
の
者
に
交
通
安
全
思
 

想
の
周
知
徹
底
を
は
か
り
、
正
し
い
交
 

通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
 

事
故
防
止
を
は
か
る
も
の
で
す
。
 

困
期
間
 
九
月
二
十
二
日
（
金
）
 

よ
り
＋
月
一
日
 
（
日
）
ま
で
 

回
お
も
な
目
標
 

歩
行
者
事
故
、
と
く
に
こ
ど
も
と
 

老
人
の
事
故
防
止
 



-(3 ) (2) 

社
会
体
育
功
労
者
と
し
て
 

郡
 
表

彰

を

受

け

る

 

轟
》
 

市場小 

仲
 

島
 

利
 

昭
 

昭
和
四
十
七
年
度
社
会
体
育
功
労
者
 

と
し
て
市
場
小
学
校
教
諭
仲
島
利
昭
氏
 

が
左
記
の
よ
う
に
表
彰
を
受
け
ま
し
 

た。 

け
 

〇
社
会
体
育
に
関
す
る
経
歴
 

、 ' 

昭
和
三
十
五
年
 
町
体
育
協
会
設
立
 

と
同
時
に
役
員
と
な
る
 

か
 

（
陸
上
部
長
）
 

あ
 

昭
和
四
十
二
年
 
町
体
育
指
導
員
 

（
陸
上
担
当
）
 

報
 

広
 

け ‘、 か
 

あ
 

報
 

広
 

昭
和
四
十
二
年
 
町
体
育
協
会
の
事
 

務
、
其
の
他
体
育
の
振
興
、
特
に
 

上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
の
公
認
走
路
の
 

設
定
等
に
努
力
す
る
。
 

〇
表
彰
理
由
 

＋
二
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
町
体
育
 

協
会
役
員
と
し
て
幅
広
く
社
会
体
育
 

の
普
及
、
指
導
に
当
り
、
本
町
に
お
 

け
る
体
育
活
動
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
 

献
し
、
現
在
も
な
お
第
一
線
指
導
者
 

と
し
て
斯
道
（
し
ど
う
）
発
展
の
た
め
 

献
身
的
な
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
。
 

〇
そ
の
他
 

自
宅
に
少
年
を
毎
週
あ
つ
め
レ
ク
リ
 

氏
 

エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
指
導
を
し
て
非
行
 

化
防
止
に
努
力
し
て
い
る
。
 

老
人
ホ
ー
ム
よ
り
 

お
 

礼
 

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
以
降
当
荘
 

収
容
の
お
年
寄
り
達
へ
温
い
お
心
尽
し
 

の
慰
間
金
品
を
御
恵
贈
下
さ
れ
御
芳
志
 

誠
に
有
難
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
御
恵
贈
の
金
品
は
御
趣
旨
に
そ
 

い
有
効
か
つ
適
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

記
 

昭
和
四
十
七
年
一
月
六
日
 

お
菓
子
四
箱
 

内
山
シ
ゲ
殿
 

一
月
六
日
 

清
酒
】
樽
 

池
永
輝
昭
殿
 

一
月
二
十
五
日
 

金
一
封
 

呉
流
会
木
村
捨
義
殿
 

市
場
小
学
校
。
フ
ー
 
ル
 

) 

竣
 

工
 

成
 

る
 

／
 

市
場
小
学
校
プ
ー
ル
が
総
工
費
八
百
 

五
万
七
千
円
を
か
け
て
、
五
コ
ー
ス
、
 

二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
が
こ
の
ほ
 

ど
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
場
小
学
校
に
は
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
 

し
た
が
、
そ
の
後
に
循
環
装
置
の
付
い
 

た
近
代
的
な
プ
ー
ル
と
し
て
完
成
、
 

更
衣
室
は
男
女
別
々
に
シ
ヤ
ワ
ー
は
プ
 

二
月
ニ
十
五
日
 

医
療
器
具
吸
引
器
ー
セ
ッ
ト
 

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
殿
 

111
月
一
一
日
 

ミ
カ
ン
ー
箱
 
お
菓
子
】
箱
 

市
場
保
育
園
殿
 

三
月
三
日
 

バ
ナ
ナ
ー
箱
 
ミ
カ
ン
二
箱
 

上
野
保
育
園
殿
 

五
月
十
七
日
 

金
一
封
 
九
支
所
東
組
婦
人
会
殿
 

五
月
十
七
日
 

金
一
封
 
お
菓
子
一
箱
 

九
支
所
西
組
婦
人
会
殿
 

五
月
十
八
日
 

金
一
封
 

藤
瑞
会
殿
 

六
月
四
日
 

金
一
封
 

松
尾
重
男
殿
 

六
月
四
日
 

金
一
封
 

松
井
一
雄
殿
 

八
月
十
七
日
 

お
菓
子
四
箱
 
九
支
所
青
年
団
殿
 

◆
お
 

礼
◆
 

一
、
金
一
封
 
山
崎
キ
ク
ェ
殿
 

亡
夫
 
義
徳
殿
（
十
九
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
太
田
ハ
ル
ノ
殿
 

亡
夫
 
武
雄
殿
（
二
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
，
金
一
封
 
木
村
募
殿
 

亡
兄
 
和
志
殿
（
八
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
大
久
保
文
雄
殿
 

亡
母
 

フ
イ
殿
（
一
支
所
）
 

ー
ル
を
上
る
と
す
ぐ
に
浴
ら
れ
る
よ
う
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
供
た
ち
は
夏
休
み
の
毎
日
を
プ
ー
 

ル
が
よ
い
し
て
日
や
け
し
た
、
た
く
ま
 

し
い
体
で
二
学
期
を
む
か
え
ま
し
た
。
 

来
期
の
カ
ナ
ダ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
 

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
一
人
ぐ
ら
い
送
り
 

こ
め
る
よ
う
子
供
た
ち
も
頑
張
っ
て
欲
 

し
い
も
の
で
す
。
 

こ
の
ほ
ど
上
野
小
学
校
の
体
育
舘
も
 

完
成
し
、
赤
池
町
も
近
代
化
教
育
に
一
 

歩
前
進
し
生
徒
も
体
位
向
上
に
努
め
て
 

い
く
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

立
派
な
校
舎
と
プ
ー
ル
 

私
た
ち
は
幸
せ
で
す
 

田
川
郡
内
で
も
こ
の
よ
う
な
り
っ
ぱ
 

な
プ
ー
ル
の
あ
る
学
校
を
今
ま
で
聞
い
 

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

立
派
な
校
舎
で
、
勉
強
で
き
、
そ
の
 

う
え
、
こ
の
ょ
う
な
、
す
ば
ら
し
い
プ
 

ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
わ
た
し
 

達
は
全
く
幸
せ
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
も
、
町
長
さ
ん
は
じ
め
、
町
議
 

会
の
方
々
、
教
育
委
員
会
の
方
々
の
教
 

育
に
対
す
る
暖
か
い
思
い
や
り
と
感
謝
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
、
む
く
い
る
た
め
、
わ
た
し
 

達
は
り
っ
ば
な
体
力
づ
く
り
、
勉
強
に
 

が
ん
ば
り
ま
す
。
 

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

市
場
小
学
校
児
童
代
表
 

倉
石
 
早
百
合
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
向
野
久
治
殿
 

亡
妻
 
花
子
殿
（
二
十
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
熊
谷
紅
陽
殿
 

亡
父
 
龍
三
郎
（
一
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
大
塚
俊
明
殿
 

亡
母
 

マ
サ
ョ
殿
（
十
四
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
古
野
本
愛
子
 

亡
夫
 
達
男
殿
（
十
一
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
向
居
正
一
殿
 

亡
父
 
虎
吉
殿
（
＋
五
支
所
）
 

、Iu
、
I
4
一
 
，
（
、
．
）
、
，
く
S
u
，
く
）
”
、
【
ず
「
、
J
〉
、
？
、
I
‘、． 

教
育
委
員
は
、
被
選
挙
権
を
有
す
 

る
者
で
、
人
格
が
社
会
的
に
信
頼
さ
 

れ
る
人
、
又
教
育
、
学
術
、
文
化
に
 

関
し
識
見
を
有
す
る
者
の
 

う
ち
か
ら
町
長
が
町
議
会
 

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

教
育
委
員
会
は
五
人
の
 

委
員
を
も
っ
て
組
織
し
て
 

い
ま
す
。
 

た
だ
し
条
例
で
定
め
れ
 

ば
三
人
の
委
員
を
も
っ
て
 

組
織
す
る
こ
と
も
で
き
ま
 

す。 教
育
委
員
の
任
期
は
四
 

は 教育委 員 

年
で
再
任
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
 

す。 教
育
委
員
会
は
こ
の
五
人
の
委
員
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
巽
 
光
高
殿
 

亡
母
こ
い
か
殿
（
＋
八
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
山
本
親
殿
 

亡
父
 
謙
一
殿
（
一
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
平
川
繁
樹
殿
 

亡
妻
 
タ
マ
ェ
殿
（
八
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
武
未
和
子
殿
 

亡
母
 

ョ
ネ
殿
（
三
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
（
寄
附
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

の
う
ち
か
ら
選
挙
等
に
よ
り
委
員
長
 

を
選
任
し
ま
す
。
 

又
、
教
育
長
の
任
命
は
こ
の
五
人
 

どんな人が選ばれるか 

の
委
員
の
う
ち
か
ら
県
教
 

育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
 

教
育
委
員
会
が
任
命
し
ま
 

す。 教
育
委
員
会
の
主
な
仕
 

事
は
学
校
教
育
お
よ
び
社
 

会
教
育
の
全
般
に
つ
い
て
 

た
と
え
ば
、
小
・
中
学
校
 

公
民
館
等
の
教
育
機
関
の
 

管
理
運
営
の
規
則
を
定
め
 

た
り
ー
そ
こ
に
働
く
職
員
 

を
任
免
し
た
り
、
教
科
書
 

を
き
め
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
 

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
 

、
‘
、
！
”
‘
．
、
I
、
I
一 

、

I
、
，
”
”
→
「
‘
．
!
，
”
・
、
？
・
 

上
野
神
楽
サ
ー
ク
ル
 

模
範
青
少
年
団
体
に
 

町
内
の
上
野
神
楽
サ
ー
ク
ル
 
（
リ
ー
 

ダ
ー
有
吉
政
広
外
九
名
）
が
研
究
改
善
 

活
動
に
尽
し
た
功
績
が
み
と
め
ら
れ
、
 

六
月
二
十
二
日
、
福
岡
市
で
開
か
れ
た
 

青
少
年
育
成
県
民
会
議
（
会
長
 
亀
井
 

光
）
で
模
範
青
少
年
団
体
と
し
て
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

上
野
神
楽
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
四
十
 

四
年
以
来
「
埋
も
れ
た
郷
土
芸
能
を
我
 

等
の
手
で
」
と
研
究
を
重
ね
、
昭
和
四
 

十
五
年
に
は
県
青
年
大
会
に
そ
の
研
究
 

発
表
を
行
な
い
、
最
優
秀
で
東
京
大
会
 

に
県
代
表
で
出
場
以
来
、
老
人
ホ
ー
ム
 

文
化
祭
、
敬
老
会
、
青
年
の
つ
ど
い
等
 

に
発
表
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
 

来
る
十
月
九
日
に
は
、
上
野
福
智
神
 

社
秋
祭
に
待
望
の
奉
納
と
あ
っ
て
会
員
 

は
そ
の
練
習
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

身
体
障
害
者
（
児
）
更
生
援
 

護
の
た
め
の
巡
回
相
談
実
 

施
に
つ
い
て
 

身
体
障
害
者
（
児
）
の
巡
回
相
談
を
、
 

例
年
の
通
り
次
の
場
所
で
実
施
し
ま
す
 

の
で
、
身
体
の
不
自
由
な
方
は
、
相
談
 

に
み
え
て
下
さ
い
。
 

記
 

一
、
期
 

日
 

九
月
二
十
七
日
（
水
〕
 

一
、
受
付
時
間
 
午
前
十
時
ー
午
後
三
 

時
ま
で
 

一
、
場
 

所
 
赤
池
中
学
校
体
育
館
 

※
整
形
外
科
肢
体
不
自
由
者
（
児
）
の
 

相
談
は
午
後
一
時
よ
り
 

※
耳
鼻
科
眼
科
診
療
は
午
後
一
時
よ
り
 

行
な
い
ま
す
。
 

心
配
ご
と
相
談
ノ
 

相
談
日
は
毎
月
十
七
日
で
す
。
 

⑧
場
所
 
赤
池
町
公
民
舘
 

⑨
時
間
 
午
前
十
時
ー
午
后
三
時
 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 



 (4)-け
 

、
 

・

、

 

か
 

あ
 

報
 

広
 

お

知

ら

せ

 

昭
和
四
十
八
年
度
 

福
岡
県
立
農
業
講
習
所
 

講
習
生
募
集
に
つ
い
て
 

福
岡
県
で
は
昭
和
四
十
八
年
度
学
生
 

（
講
習
生
）
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
 

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

1
、
募
集
人
員
 
三
〇
名
以
内
 

2
、
修
業
年
限
 
ニ
ケ
年
 

3
、
受
験
資
格
 

m
学
校
教
育
法
に
よ
り
高
等
学
校
を
 

卒
業
し
た
者
、
若
し
く
は
昭
和
四
 

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
 

業
見
込
の
者
で
農
業
に
関
す
る
学
 

科
を
修
得
し
た
者
若
し
く
は
修
得
 

す
る
見
込
の
者
又
は
学
校
教
育
法
 

に
よ
り
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
 

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
 

者。 

②
前
記
該
当
者
で
昭
和
二
十
大
年
四
 

月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
。
 

4
、
試
験
 

m
筆
記
試
験
 

国
語
（
現
代
国
語
）
 

数
学
（
数
1
) 

社
会
（
倫
理
社
会
政
治
経
済
）
 

理
科
（
生
物
）
 

②
口
頭
試
問
 
農
業
及
び
一
般
社
会
 

に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
行
な
う
 

5
、
試
験
期
日
及
び
場
所
 

m
試
験
期
日
 

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
十
五
日
 

（
水
）
ー
十
一
月
十
七
日
（
金
）
 

②
場
所
 
福
岡
県
筑
紫
野
市
大
字
上
 

古
賀
二
三
二
 

福
岡
県
立
農
業
講
習
所
 

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
 

は
赤
池
町
役
場
産
業
振
興
課
に
お
い
で
 

下
さ
い
。
 

募
集
要
項
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

福
岡
県
職
員
採
用
 

（
中
・
初
級
）
試
験
案
内
 

H
受
付
期
間
 

九
月
四
日
よ
り
十
月
二
日
 

九
時
よ
り
十
七
時
（
土
曜
日
は
＋
一
一
 

時
ま
で
）
 

郵
送
の
場
合
は
九
月
三
十
日
ま
で
消
 

印
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

目
受
験
資
格
 

（
中
級
）
 

昭
和
十
八
年
四
月
二
日
生
れ
よ
り
昭
 

和
二
八
年
四
月
一
日
生
れ
ま
で
の
人
 

（
初
級
）
 

昭
和
二
十
年
四
月
二
日
生
れ
よ
り
昭
 

和
三
十
三
年
四
月
一
日
生
れ
ま
で
の
 

人
 
尚
く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
．
 

『
福
岡
県
青
年
の
船
」
 

一
般
団
員
募
集
 

船
内
で
の
研
修
お
よ
び
規
律
あ
る
団
 

体
生
活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
練
し
訪
問
 

地
で
は
現
地
青
年
と
の
交
歓
を
行
な
い
 

あ
わ
せ
て
視
察
に
よ
り
国
際
的
視
野
を
 

広
め
、
郷
土
建
設
の
た
め
の
中
堅
青
年
 

の
育
成
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
 

「
福
岡
県
青
年
の
船
」
の
一
般
団
員
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
 

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

尚
く
わ
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ
は
 

赤
池
町
公
民
館
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。
 

圏
募
集
人
員
 

一一名 

圏
募
集
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
 

二
十
五
日
ま
で
 

圏
訪
問
地
 

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
・
 

沖
縄
 

警
察
事
務
職
員
お
よ
び
 

女
子
交
通
巡
視
員
 

採
用
試
験
案
内
 

1
、
試
験
の
種
類
 

田
中
級
警
察
事
務
職
員
（
男
）
 

②
初
級
警
察
事
務
職
員
（
男
・
女
）
 

⑧
交
通
巡
視
員
（
女
）
 

2
、
受
付
期
間
 

九
月
四
日
（
月
）
か
ら
＋
月
二
日
 

（
月
）
ま
で
 

※
郵
送
の
場
合
は
九
月
三
十
日
ま
で
の
 

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
 

3
、
試
験
日
 

第
一
次
試
験
 
十
月
十
五
日
（
日
）
 

第
二
次
試
験
 
十
一
月
中
旬
 

4
、
申
込
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

※
く
わ
し
い
こ
と
は
田
川
警
察
署
警
察
 

係
（
電
話
②
二
一
二
〇
、
内
線
二
一
一
 

ー
二
一
二
）
 
に
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

（誉 

多
 

昭
和
四
十
七
年
度
就
学
義
 

務
猶
予
免
除
者
の
中
学
校
 

卒
業
程
度
認
定
試
験
の
実
 

施
に
つ
い
て
 

圏
認
定
試
験
の
趣
旨
 

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発
育
不
 

完
全
、
そ
の
他
ゃ
む
を
得
な
い
理
由
の
 

た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
を
 

猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
者
に
対
し
、
中
 

学
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
 

を
国
が
行
な
う
試
験
で
、
認
定
試
験
に
 

合
格
し
た
者
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
 

が
与
え
ら
れ
ま
す
。
 

願
書
の
受
付
期
間
が
九
月
十
四
日
よ
 

り
十
月
十
三
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
 

の
で
、
実
施
要
項
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
 

て
知
り
た
い
方
は
赤
池
町
教
育
委
員
会
 

事
務
局
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

光
電
式
は
か
り
が
定
期
検
 

査
の
対
象
と
な
り
ま
す
ク
」
 

最
近
、
各
店
頭
に
で
ま
わ
っ
て
お
り
 

ま
す
光
電
式
は
か
り
（
電
気
式
は
か
 

り
）
が
、
来
年
か
ら
定
期
検
査
の
対
象
 

に
な
り
ま
す
。
 

従
来
ま
で
は
対
象
外
器
種
と
し
て
定
 

期
検
査
受
験
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
 

し
た
が
、
来
年
か
ら
必
ず
定
期
検
査
を
 

受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

光
電
式
は
か
り
（
電
気
式
は
か
り
）
 

を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
昭
和
四
＋
七
 

年
十
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
十
月
 

三
十
一
日
ま
で
に
「
光
電
式
は
か
り
使
 

用
届
」
の
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

届
出
を
さ
れ
た
器
物
に
は
届
出
済
証
 

を
発
行
し
昭
和
五
十
二
年
九
月
三
十
一
 

日
ま
で
は
検
定
証
印
と
み
な
し
て
取
扱
 

い
ま
す
。
 

こ
の
期
間
に
届
出
の
な
い
計
量
器
に
 

つ
い
て
は
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
一
日
 

以
降
は
取
引
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

届
出
済
分
に
つ
い
て
も
昭
和
五
十
一
一
 

年
十
月
一
日
以
降
は
あ
ら
た
に
検
定
を
 

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

届
出
先
 
福
岡
県
計
量
検
定
所
 

住
所
 
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
 

一
の
七
 

電
話
 
〇
九
ニ
ー
七
六
ー
四
五
七
八
 

届
出
様
式
 
お
買
い
求
め
先
の
販
売
 

店
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 


